
１．はじめに

　沿道囲み型住宅とは街区の内側に一体の中庭を

内包する集合住宅であり、道路沿いに街区形状に

倣って一定高さの建築空間を連続配置し、閉鎖型

街区を形成する街区型建築である。我が国では沿

道囲み型住宅の群を市街地規模で実現した例とし

て幕張ベイタウンは数少ない実例である。本研究

は集住体を居住環境及び周辺環境との関連性を含

めた計画的方法論が必要であると考え、幕張ベイ

タウンの集住体を研究対象として、周辺環境と一

体としてとらえた都市・建築計画手法の構築を目

的としている。

  これまで筆者らによる、超高層集合住宅に着目

した研究として、大川端リバーシティ 21 を対象

とした周辺環境と居住者の環境認知との関係性に

ついて考察し、住戸の立地及び居住階の環境認知

による実態圏域の形成について把握した既 1)2)3)4)。

沿道囲み型住宅の中層・高層・超高層住宅の集住

体における環境認知について、住棟・住戸の配置

計画に着目し、居住環境における居住者の垂直方

向への認知の広がりについて、階層による変化と

平面構成との認知領域の広がりの関係性を考察し

た既 5)6)7)8)9)。また、幕張ベイタウンの沿道囲み型

中層住宅における集住体の立地および居住階層と

環境認知との関係性について考察を行った既

10)11)12)13)。以上の成果をふまえ、本稿では沿道囲

み型中層住宅の集住体における中庭の開放度と近

隣意識について考察を行う。

２.調査・分析概要

２．１．調査対象地域

　日本における集住体としての先進的モデルであ

る幕張ベイタウンを調査対象地域とした（図 1）。

幕張ベイタウンは、東京と千葉の間の東京湾岸埋

立地に（旧）千葉県企業庁が建設した幕張新都心

の住宅地区である。1989 年幕張新都心住宅地基本

計画で住棟を街路沿いに配列した沿道囲み型住宅

を提案され、その後都市デザインガイドラインで

設計指針が定められた。地域内外における商業地、

緑地、水辺、公益施設など多くの要素によって一

つの都市として形成されている。

２．２．調査概要

（１）調査期間

第 1回調査：2010 年 8 月、9月

第 2回調査：2012 年 7 月、8月

第 3回調査：2019 年 7 月、9月

（２）調査方法

　アンケート調査（第１回、第 2 回）では現地に

て圏域図示法注１）による調査を行った。調査対象

者は 43 棟の集合住宅の居住者とした。居住者の

認知領域を明らかにすることを目的とし、13 歳以

上の居住者を対象とし、有効の 335 回答を得られ

た。主な調査項目および調査概要は表１、表２に

示す。現地調査（第 3 回）では、沿道囲み型中層

住宅による中庭の「出入りの状況」「出入口数」「外

部からの可視性」「中庭の位置」について調査を

行った。

２．３．分析方法

　本稿ではまず、「中庭の開放度」を「行動（物

理的）」および「可視性」の視点から、「自由に入

れる・自由に入れない」を示す物理的な開放度（類

型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見えない」

を示す中庭の可視性（類型 A、B）を基準として 4

つの類型（図２）を用いて、調査から得られた中

庭の「出入りの状況」「出入口数（入りやすさ）」「外

部からの可視性」「中庭の位置」を住棟ごとに分

類する。さらにアンケート調査で得られた各住棟

の周辺環境に対する認知範囲を示す「近隣住民」

の平均認知領域の面積、住棟内における上下階間

の認知範囲・認知度を示す上下階 ( 垂直方向 ) の

近隣住民意識を含め、入りやすさを示す「中庭の

出口数」との比較により、「中庭の開放度」と「近

隣意識」の関係性について類型ごと（表３）に分析、

考察する。

３．「中庭の開放度」と「近隣意識」ついて

　本章では、表３に示すデータのもとに、「自由

に入れる・自由に入れない」を示す物理的な開放

度（類型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見

えない」を示す中庭の可視性（類型 A、B）の基準

を用い、物理的な開放度および中庭の可視性と近

隣意識との関係性について分析・考察を行う ( 図

３、４）。さらに 2 つの基準を用い、４つの類型

ごとを「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係性

について総合的に分析・考察を行う（図５）。

3.1　物理的な開放度による類型ごとの近隣意識

と中庭の入りやすさの関係

（1）類型Ⅰ　中庭が（自由に入れる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多く、「近隣住民」を認知して

いる領域は狭くなる傾向がある。

（2）類型Ⅱ　中庭が（自由に入れない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる。

3.2　中庭の可視性による類型ごとの近隣意識と

中庭の入りやすさの関係

（1）類型 A　中庭が（外部からみえる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど「近隣住民」を認知している領域は

広くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は低くなる傾向がある。

（2）類型 B　中庭が（外部からみえない住棟）

・それぞれの数値がまばらで判然としない。

3.3　中庭の開放度による類型ごとの近隣意識と

中庭の出口数（入りやすさ）の比較

（1）類型Ⅰ-A　中庭が（自由に入れる・外部から

みえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

No. 調査内容 No. 調査内容
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属性調査

構成要素の可視意識調査
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  認知領域構成要素調査

近隣住民と認識する意識範囲調査

わたしのまち・身近な水辺・身近な緑地・

にぎわい・ランドマークの認知領域調査

以前に居住していたまち、住まいとの比較調査

まちに住まい始めてからの変化調査
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を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ

住民の割合が高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低い傾向

がある。

（2）類型Ⅱ-A　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は高くなる

傾向がある。

（4）類型Ⅱ-B　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる傾向がある。

・「中庭の出入口数」が多くなるほど上下階（垂直

方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低くなる傾

向がある。

４．まとめ

　ここでは沿道囲み型中層住宅の集住体における

「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係について

図 6にまとめ、以下に整理する。

・類型Ⅰ-A 中庭が（自由に入れる・外部から見える）

においては「中庭の出入口数」が少なくなるほど

「近隣住民」を認知している領域は狭くなる傾向

がある。

・類型Ⅰ-B 中庭が（自由に入れる・外部から見れ

ない）においては「中庭の出入口数」が少なくな

るほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民

の割合は低くなる傾向にあり、「近隣住民」を認

知している領域は広くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-A 中庭が（自由に入れない・外部から見

れない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-B 中庭が（自由に入れない・外部から見

えない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなり、「中庭の出入口数」が少なくなるほど、

上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民の割合

は高くなる傾向にある。

　以上、幕張ベイタウンの沿道囲み型中層住宅に

おける「中庭の開放度」と「近隣意識」について

一定の関係性を把握することができた。本稿の成

果は、建築・都市地域計画と一体となった沿道囲

み型中層住宅の集住体の計画において有用な資料

となり得ると考えられる。
――――――――――――――――――――――――――――――
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１．はじめに

　沿道囲み型住宅とは街区の内側に一体の中庭を

内包する集合住宅であり、道路沿いに街区形状に

倣って一定高さの建築空間を連続配置し、閉鎖型

街区を形成する街区型建築である。我が国では沿

道囲み型住宅の群を市街地規模で実現した例とし

て幕張ベイタウンは数少ない実例である。本研究

は集住体を居住環境及び周辺環境との関連性を含

めた計画的方法論が必要であると考え、幕張ベイ

タウンの集住体を研究対象として、周辺環境と一

体としてとらえた都市・建築計画手法の構築を目

的としている。

  これまで筆者らによる、超高層集合住宅に着目

した研究として、大川端リバーシティ 21 を対象

とした周辺環境と居住者の環境認知との関係性に

ついて考察し、住戸の立地及び居住階の環境認知

による実態圏域の形成について把握した既 1)2)3)4)。

沿道囲み型住宅の中層・高層・超高層住宅の集住

体における環境認知について、住棟・住戸の配置

計画に着目し、居住環境における居住者の垂直方

向への認知の広がりについて、階層による変化と

平面構成との認知領域の広がりの関係性を考察し

た既 5)6)7)8)9)。また、幕張ベイタウンの沿道囲み型

中層住宅における集住体の立地および居住階層と

環境認知との関係性について考察を行った既

10)11)12)13)。以上の成果をふまえ、本稿では沿道囲

み型中層住宅の集住体における中庭の開放度と近

隣意識について考察を行う。

２.調査・分析概要

２．１．調査対象地域

　日本における集住体としての先進的モデルであ

る幕張ベイタウンを調査対象地域とした（図 1）。

幕張ベイタウンは、東京と千葉の間の東京湾岸埋

立地に（旧）千葉県企業庁が建設した幕張新都心

の住宅地区である。1989 年幕張新都心住宅地基本

計画で住棟を街路沿いに配列した沿道囲み型住宅

を提案され、その後都市デザインガイドラインで

設計指針が定められた。地域内外における商業地、

緑地、水辺、公益施設など多くの要素によって一

つの都市として形成されている。

２．２．調査概要

（１）調査期間

第 1回調査：2010 年 8 月、9月

第 2回調査：2012 年 7 月、8月

第 3回調査：2019 年 7 月、9月

（２）調査方法

　アンケート調査（第１回、第 2 回）では現地に

て圏域図示法注１）による調査を行った。調査対象

者は 43 棟の集合住宅の居住者とした。居住者の

認知領域を明らかにすることを目的とし、13 歳以

上の居住者を対象とし、有効の 335 回答を得られ

た。主な調査項目および調査概要は表１、表２に

示す。現地調査（第 3 回）では、沿道囲み型中層

住宅による中庭の「出入りの状況」「出入口数」「外

部からの可視性」「中庭の位置」について調査を

行った。

２．３．分析方法

　本稿ではまず、「中庭の開放度」を「行動（物

理的）」および「可視性」の視点から、「自由に入

れる・自由に入れない」を示す物理的な開放度（類

型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見えない」

を示す中庭の可視性（類型 A、B）を基準として 4

つの類型（図２）を用いて、調査から得られた中

庭の「出入りの状況」「出入口数（入りやすさ）」「外

部からの可視性」「中庭の位置」を住棟ごとに分

類する。さらにアンケート調査で得られた各住棟

の周辺環境に対する認知範囲を示す「近隣住民」

の平均認知領域の面積、住棟内における上下階間

の認知範囲・認知度を示す上下階 ( 垂直方向 ) の

近隣住民意識を含め、入りやすさを示す「中庭の

出口数」との比較により、「中庭の開放度」と「近

隣意識」の関係性について類型ごと（表３）に分析、

考察する。

３．「中庭の開放度」と「近隣意識」ついて

　本章では、表３に示すデータのもとに、「自由

に入れる・自由に入れない」を示す物理的な開放

度（類型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見

えない」を示す中庭の可視性（類型 A、B）の基準

を用い、物理的な開放度および中庭の可視性と近

隣意識との関係性について分析・考察を行う ( 図

３、４）。さらに 2 つの基準を用い、４つの類型

ごとを「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係性

について総合的に分析・考察を行う（図５）。

3.1　物理的な開放度による類型ごとの近隣意識

と中庭の入りやすさの関係

（1）類型Ⅰ　中庭が（自由に入れる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多く、「近隣住民」を認知して

いる領域は狭くなる傾向がある。

（2）類型Ⅱ　中庭が（自由に入れない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる。

3.2　中庭の可視性による類型ごとの近隣意識と

中庭の入りやすさの関係

（1）類型 A　中庭が（外部からみえる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど「近隣住民」を認知している領域は

広くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は低くなる傾向がある。

（2）類型 B　中庭が（外部からみえない住棟）

・それぞれの数値がまばらで判然としない。

3.3　中庭の開放度による類型ごとの近隣意識と

中庭の出口数（入りやすさ）の比較

（1）類型Ⅰ-A　中庭が（自由に入れる・外部から

みえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ

住民の割合が高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低い傾向

がある。

（2）類型Ⅱ-A　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は高くなる

傾向がある。

（4）類型Ⅱ-B　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる傾向がある。

・「中庭の出入口数」が多くなるほど上下階（垂直

方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低くなる傾

向がある。

４．まとめ

　ここでは沿道囲み型中層住宅の集住体における

「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係について

図 6にまとめ、以下に整理する。

・類型Ⅰ-A 中庭が（自由に入れる・外部から見える）

においては「中庭の出入口数」が少なくなるほど

「近隣住民」を認知している領域は狭くなる傾向

がある。

・類型Ⅰ-B 中庭が（自由に入れる・外部から見れ

ない）においては「中庭の出入口数」が少なくな

るほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民

の割合は低くなる傾向にあり、「近隣住民」を認

知している領域は広くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-A 中庭が（自由に入れない・外部から見

れない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-B 中庭が（自由に入れない・外部から見

えない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなり、「中庭の出入口数」が少なくなるほど、

上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民の割合

は高くなる傾向にある。

　以上、幕張ベイタウンの沿道囲み型中層住宅に

おける「中庭の開放度」と「近隣意識」について

一定の関係性を把握することができた。本稿の成

果は、建築・都市地域計画と一体となった沿道囲

み型中層住宅の集住体の計画において有用な資料

となり得ると考えられる。
――――――――――――――――――――――――――――――
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表 3 類型ごとの概要

近隣住民の平均認知領域の面積（ha） 上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民の割合 中庭の出入口数

図２ 中庭開放度における類型について

近隣住民の平均認知領域の面積（ha） 上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民の割合 中庭の出入口数

類型Ⅰ

自由に入れる

類型Ⅱ

自由に入れない

類型Ⅰ-A

類型Ⅱ-B

類型Ⅰ-B

類型Ⅱ-A

類型 B

外部から見えない

類型 A

外部から見える

物理的な開放度 中庭の可視性
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１．はじめに

　沿道囲み型住宅とは街区の内側に一体の中庭を

内包する集合住宅であり、道路沿いに街区形状に

倣って一定高さの建築空間を連続配置し、閉鎖型

街区を形成する街区型建築である。我が国では沿

道囲み型住宅の群を市街地規模で実現した例とし

て幕張ベイタウンは数少ない実例である。本研究

は集住体を居住環境及び周辺環境との関連性を含

めた計画的方法論が必要であると考え、幕張ベイ

タウンの集住体を研究対象として、周辺環境と一

体としてとらえた都市・建築計画手法の構築を目

的としている。

  これまで筆者らによる、超高層集合住宅に着目

した研究として、大川端リバーシティ 21 を対象

とした周辺環境と居住者の環境認知との関係性に

ついて考察し、住戸の立地及び居住階の環境認知

による実態圏域の形成について把握した既 1)2)3)4)。

沿道囲み型住宅の中層・高層・超高層住宅の集住

体における環境認知について、住棟・住戸の配置

計画に着目し、居住環境における居住者の垂直方

向への認知の広がりについて、階層による変化と

平面構成との認知領域の広がりの関係性を考察し

た既 5)6)7)8)9)。また、幕張ベイタウンの沿道囲み型

中層住宅における集住体の立地および居住階層と

環境認知との関係性について考察を行った既

10)11)12)13)。以上の成果をふまえ、本稿では沿道囲

み型中層住宅の集住体における中庭の開放度と近

隣意識について考察を行う。

２.調査・分析概要

２．１．調査対象地域

　日本における集住体としての先進的モデルであ

る幕張ベイタウンを調査対象地域とした（図 1）。

幕張ベイタウンは、東京と千葉の間の東京湾岸埋

立地に（旧）千葉県企業庁が建設した幕張新都心

の住宅地区である。1989 年幕張新都心住宅地基本

計画で住棟を街路沿いに配列した沿道囲み型住宅

を提案され、その後都市デザインガイドラインで

設計指針が定められた。地域内外における商業地、

緑地、水辺、公益施設など多くの要素によって一

つの都市として形成されている。

２．２．調査概要

（１）調査期間

第 1回調査：2010 年 8 月、9月

第 2回調査：2012 年 7 月、8月

第 3回調査：2019 年 7 月、9月

（２）調査方法

　アンケート調査（第１回、第 2 回）では現地に

て圏域図示法注１）による調査を行った。調査対象

者は 43 棟の集合住宅の居住者とした。居住者の

認知領域を明らかにすることを目的とし、13 歳以

上の居住者を対象とし、有効の 335 回答を得られ

た。主な調査項目および調査概要は表１、表２に

示す。現地調査（第 3 回）では、沿道囲み型中層

住宅による中庭の「出入りの状況」「出入口数」「外

部からの可視性」「中庭の位置」について調査を

行った。

２．３．分析方法

　本稿ではまず、「中庭の開放度」を「行動（物

理的）」および「可視性」の視点から、「自由に入

れる・自由に入れない」を示す物理的な開放度（類

型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見えない」

を示す中庭の可視性（類型 A、B）を基準として 4

つの類型（図２）を用いて、調査から得られた中

庭の「出入りの状況」「出入口数（入りやすさ）」「外

部からの可視性」「中庭の位置」を住棟ごとに分

類する。さらにアンケート調査で得られた各住棟

の周辺環境に対する認知範囲を示す「近隣住民」

の平均認知領域の面積、住棟内における上下階間

の認知範囲・認知度を示す上下階 ( 垂直方向 ) の

近隣住民意識を含め、入りやすさを示す「中庭の

出口数」との比較により、「中庭の開放度」と「近

隣意識」の関係性について類型ごと（表３）に分析、

考察する。

３．「中庭の開放度」と「近隣意識」ついて

　本章では、表３に示すデータのもとに、「自由

に入れる・自由に入れない」を示す物理的な開放

度（類型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見

えない」を示す中庭の可視性（類型 A、B）の基準

を用い、物理的な開放度および中庭の可視性と近

隣意識との関係性について分析・考察を行う ( 図

３、４）。さらに 2 つの基準を用い、４つの類型

ごとを「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係性

について総合的に分析・考察を行う（図５）。

3.1　物理的な開放度による類型ごとの近隣意識

と中庭の入りやすさの関係

（1）類型Ⅰ　中庭が（自由に入れる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多く、「近隣住民」を認知して

いる領域は狭くなる傾向がある。

（2）類型Ⅱ　中庭が（自由に入れない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる。

3.2　中庭の可視性による類型ごとの近隣意識と

中庭の入りやすさの関係

（1）類型 A　中庭が（外部からみえる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど「近隣住民」を認知している領域は

広くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は低くなる傾向がある。

（2）類型 B　中庭が（外部からみえない住棟）

・それぞれの数値がまばらで判然としない。

3.3　中庭の開放度による類型ごとの近隣意識と

中庭の出口数（入りやすさ）の比較

（1）類型Ⅰ-A　中庭が（自由に入れる・外部から

みえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ

住民の割合が高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低い傾向

がある。

（2）類型Ⅱ-A　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は高くなる

傾向がある。

（4）類型Ⅱ-B　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる傾向がある。

・「中庭の出入口数」が多くなるほど上下階（垂直

方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低くなる傾

向がある。

４．まとめ

　ここでは沿道囲み型中層住宅の集住体における

「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係について

図 6にまとめ、以下に整理する。

・類型Ⅰ-A 中庭が（自由に入れる・外部から見える）

においては「中庭の出入口数」が少なくなるほど

「近隣住民」を認知している領域は狭くなる傾向

がある。

・類型Ⅰ-B 中庭が（自由に入れる・外部から見れ

ない）においては「中庭の出入口数」が少なくな

るほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民

の割合は低くなる傾向にあり、「近隣住民」を認

知している領域は広くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-A 中庭が（自由に入れない・外部から見

れない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-B 中庭が（自由に入れない・外部から見

えない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなり、「中庭の出入口数」が少なくなるほど、

上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民の割合

は高くなる傾向にある。

　以上、幕張ベイタウンの沿道囲み型中層住宅に

おける「中庭の開放度」と「近隣意識」について

一定の関係性を把握することができた。本稿の成

果は、建築・都市地域計画と一体となった沿道囲

み型中層住宅の集住体の計画において有用な資料

となり得ると考えられる。
――――――――――――――――――――――――――――――
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１．はじめに

　沿道囲み型住宅とは街区の内側に一体の中庭を

内包する集合住宅であり、道路沿いに街区形状に

倣って一定高さの建築空間を連続配置し、閉鎖型

街区を形成する街区型建築である。我が国では沿

道囲み型住宅の群を市街地規模で実現した例とし

て幕張ベイタウンは数少ない実例である。本研究

は集住体を居住環境及び周辺環境との関連性を含

めた計画的方法論が必要であると考え、幕張ベイ

タウンの集住体を研究対象として、周辺環境と一

体としてとらえた都市・建築計画手法の構築を目

的としている。

  これまで筆者らによる、超高層集合住宅に着目

した研究として、大川端リバーシティ 21 を対象

とした周辺環境と居住者の環境認知との関係性に

ついて考察し、住戸の立地及び居住階の環境認知

による実態圏域の形成について把握した既 1)2)3)4)。

沿道囲み型住宅の中層・高層・超高層住宅の集住

体における環境認知について、住棟・住戸の配置

計画に着目し、居住環境における居住者の垂直方

向への認知の広がりについて、階層による変化と

平面構成との認知領域の広がりの関係性を考察し

た既 5)6)7)8)9)。また、幕張ベイタウンの沿道囲み型

中層住宅における集住体の立地および居住階層と

環境認知との関係性について考察を行った既

10)11)12)13)。以上の成果をふまえ、本稿では沿道囲

み型中層住宅の集住体における中庭の開放度と近

隣意識について考察を行う。

２.調査・分析概要

２．１．調査対象地域

　日本における集住体としての先進的モデルであ

る幕張ベイタウンを調査対象地域とした（図 1）。

幕張ベイタウンは、東京と千葉の間の東京湾岸埋

立地に（旧）千葉県企業庁が建設した幕張新都心

の住宅地区である。1989 年幕張新都心住宅地基本

計画で住棟を街路沿いに配列した沿道囲み型住宅

を提案され、その後都市デザインガイドラインで

設計指針が定められた。地域内外における商業地、

緑地、水辺、公益施設など多くの要素によって一

つの都市として形成されている。

２．２．調査概要

（１）調査期間

第 1回調査：2010 年 8 月、9月

第 2回調査：2012 年 7 月、8月

第 3回調査：2019 年 7 月、9月

（２）調査方法

　アンケート調査（第１回、第 2 回）では現地に

て圏域図示法注１）による調査を行った。調査対象

者は 43 棟の集合住宅の居住者とした。居住者の

認知領域を明らかにすることを目的とし、13 歳以

上の居住者を対象とし、有効の 335 回答を得られ

た。主な調査項目および調査概要は表１、表２に

示す。現地調査（第 3 回）では、沿道囲み型中層

住宅による中庭の「出入りの状況」「出入口数」「外

部からの可視性」「中庭の位置」について調査を

行った。

２．３．分析方法

　本稿ではまず、「中庭の開放度」を「行動（物

理的）」および「可視性」の視点から、「自由に入

れる・自由に入れない」を示す物理的な開放度（類

型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見えない」

を示す中庭の可視性（類型 A、B）を基準として 4

つの類型（図２）を用いて、調査から得られた中

庭の「出入りの状況」「出入口数（入りやすさ）」「外

部からの可視性」「中庭の位置」を住棟ごとに分

類する。さらにアンケート調査で得られた各住棟

の周辺環境に対する認知範囲を示す「近隣住民」

の平均認知領域の面積、住棟内における上下階間

の認知範囲・認知度を示す上下階 ( 垂直方向 ) の

近隣住民意識を含め、入りやすさを示す「中庭の

出口数」との比較により、「中庭の開放度」と「近

隣意識」の関係性について類型ごと（表３）に分析、

考察する。

３．「中庭の開放度」と「近隣意識」ついて

　本章では、表３に示すデータのもとに、「自由

に入れる・自由に入れない」を示す物理的な開放

度（類型Ⅰ、Ⅱ）、「外部から見える・外部から見

えない」を示す中庭の可視性（類型 A、B）の基準

を用い、物理的な開放度および中庭の可視性と近

隣意識との関係性について分析・考察を行う ( 図

３、４）。さらに 2 つの基準を用い、４つの類型

ごとを「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係性

について総合的に分析・考察を行う（図５）。

3.1　物理的な開放度による類型ごとの近隣意識

と中庭の入りやすさの関係

（1）類型Ⅰ　中庭が（自由に入れる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣住民意識を

持つ住民の割合は多く、「近隣住民」を認知して

いる領域は狭くなる傾向がある。

（2）類型Ⅱ　中庭が（自由に入れない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる。

3.2　中庭の可視性による類型ごとの近隣意識と

中庭の入りやすさの関係

（1）類型 A　中庭が（外部からみえる住棟）

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど「近隣住民」を認知している領域は

広くなる傾向がある。

・中庭が 2 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は低くなる傾向がある。

（2）類型 B　中庭が（外部からみえない住棟）

・それぞれの数値がまばらで判然としない。

3.3　中庭の開放度による類型ごとの近隣意識と

中庭の出口数（入りやすさ）の比較

（1）類型Ⅰ-A　中庭が（自由に入れる・外部から

みえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出口数」が多

くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ

住民の割合が高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低い傾向

がある。

（2）類型Ⅱ-A　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえる住棟）

・「中庭の出入口数」が多くなるほど「近隣住民」

を認知している領域は広くなる傾向がある。

・中庭が 1 階にある住棟は「中庭の出入口数」が

多くなるほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持

つ住民の割合は高くなる傾向がある。

・中庭が 1階より 2階にある住棟の方が上下階（垂

直方向）の近隣意識を持つ住民の割合は高くなる

傾向がある。

（4）類型Ⅱ-B　中庭が（自由に入れない・外部か

らみえない住棟）

・「中庭の出口数」が多くなるほど「近隣住民」を

認知している領域は広くなる傾向がある。

・「中庭の出入口数」が多くなるほど上下階（垂直

方向）の近隣意識を持つ住民の割合は低くなる傾

向がある。

４．まとめ

　ここでは沿道囲み型中層住宅の集住体における

「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係について

図 6にまとめ、以下に整理する。

・類型Ⅰ-A 中庭が（自由に入れる・外部から見える）

においては「中庭の出入口数」が少なくなるほど

「近隣住民」を認知している領域は狭くなる傾向

がある。

・類型Ⅰ-B 中庭が（自由に入れる・外部から見れ

ない）においては「中庭の出入口数」が少なくな

るほど上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民

の割合は低くなる傾向にあり、「近隣住民」を認

知している領域は広くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-A 中庭が（自由に入れない・外部から見

れない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなる傾向がある。

・類型Ⅱ-B 中庭が（自由に入れない・外部から見

えない）においては「中庭の出入口数」が少なく

なるほど、「近隣住民」を認知している領域は狭

くなり、「中庭の出入口数」が少なくなるほど、

上下階（垂直方向）の近隣意識を持つ住民の割合

は高くなる傾向にある。

　以上、幕張ベイタウンの沿道囲み型中層住宅に

おける「中庭の開放度」と「近隣意識」について

一定の関係性を把握することができた。本稿の成

果は、建築・都市地域計画と一体となった沿道囲

み型中層住宅の集住体の計画において有用な資料

となり得ると考えられる。
――――――――――――――――――――――――――――――
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図 6　「中庭の開放度」と「近隣意識」の関係性
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